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熱海別荘物語 Ⅰ

雙柿舎（そうししゃ） - 坪内逍遥旧宅 -

- 坪内逍遥書斎 -- 坪内逍遥本宅 -



熱海・別荘－その増加の背景

明治期になると避寒地・温
泉保養地として政府高官や
上流階級の別荘が設けられ
るようになりました。

西洋の温泉リゾート思想
が導入され、噏滊館、
熱海梅園、そして御用邸
が建設されました。

明治22年に東海道線が全
線開通し、明治中期以降、
熱海でも別荘建設が盛ん
になっていきました。

噏滊館 熱海梅園 御用邸
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坪内逍遥 双柿舎（そうししゃ）雙柿舎（そうししゃ）



坪内逍遥（つぼうちしょうよう）

岐阜県美濃加茂市生まれ。
1859年 - 1935年 日本の小説家、評論
家、翻訳家、劇作家。小説家としては
主に明治時代に活躍した。代表作に
『小説神髄』『当世書生気質』及び
シェイクスピア全集の翻訳があり、近
代日本文学の成立や演劇改良運動に大
きな影響を与えた。
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当時の交通

東京から熱海への道のりは容易で

なく 汽車、人力車、籠などの

乗り継ぎが必要であった。

この状況は大正14年熱海駅の開業、

そして昭和9年の丹那トンネル

の開通をみなければならなかった
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糸川沿い荒宿（現・銀座）に別荘

セン夫人
と結婚

27歳

糸川沿いに別荘をもつ
も安眠を妨げると転居

「
空
気
が
濃
く
、

土
地
が
明
る
い
」

荒宿の糸川沿いにて（T7）



位置図

雙柿舎

来宮駅

雙柿舎からの海への風景



雙 柿 舎（そうししゃ）

命 名

会津八一 1881年(明治14年) - 1956

年(昭和31年)日本の歌人・美術史家・書

家。新潟市名誉市民。

二本の柿木

内一本は、昭和54年台風により

倒木もう一本は、平成11年2月

生地の美濃加茂市より植えられ

ました。

会津八一による書の木彫額



明治10年代 小説「当世書生気質」

理論書「小説神髄」

明治20年代 シェ-クスピアを講じる

明治30年代 歌舞伎脚本を手がける

明治40年代 新劇活動

しゃ

大正10年代 児童劇運動

シェ-クスピアの翻訳に専念

昭和3年 敷地内に逍遥書屋をつくる

しゃ

児童本 翻訳歌舞伎東世書生気質小説神髄

坪内逍遥の活動
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逍遥の設計による書屋

和漢洋折衷の建物 カワセミと橄欖（かんらん）の葉

和漢洋折衷の書屋 カワセミと橄欖（かんらん）の葉
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熱海・海蔵寺の逍遥 夫人の為の離れ（東館）と 逍遥のお墓

セン夫人の為の離れ 逍遥の墓 77歳で逝去



早稲田大学・坪内逍遥像
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内藤多仲（ないとうたちゅう）

1886年 - 1970年

山梨県南アルプス市出身

日本の構造家。建築構造技術
者・建築構造学者。一級建築士
1913年 早稲田大学教授

「耐震構造の父」と評される。
名古屋テレビ塔や東京タワーな
ど鉄塔の設計を多く手がけ、
「塔博士」とも呼ばれている。
日本建築学会長、日本地震工学
振興会会長などを歴任。



シェイクスピアの翻訳家としても有名な明
治の文豪「坪内逍遙」が、大正 9 年から昭
和 10 年に亡くなるまでの 15 年間を過ごし
た住居です。庭にある 2 本の柿の古木から
双柿舎の名がつけられました。門の扁額は
逍遙の門下生として東京専門学校（早稲田
大学の前身校）に入学し、坪内逍遙や小泉
八雲（ラフカディオ・ハーン）らの講義を
聴講した、歌人・美術史家・書家、會津八
一（1881 年- 1956 年）の筆によるものです。

見学のご案内
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